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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人の視覚を補助するウェアラブル機器であって、
　ディスプレイ機器と、前記ディスプレイ機器に平行な第１の偏光子と、四分の一波長板
と、ミラーと、を含むディスプレイシステムであって、前記ディスプレイ機器、前記第１
の偏光子、前記四分の一波長板および前記ミラーは、前記ディスプレイ機器が前記ディス
プレイシステムの第１の端部に配置され、前記ミラーが前記ディスプレイシステムの第２
の反対側端部に配置されるように、連続して配置され、前記ディスプレイシステムは前記
ミラーの焦点距離に対応する長さを有する、ディスプレイシステムと、
　カメラと画像安定化システムとを含むカメラシステムであって、前記カメラは６０倍、
または約６０倍までのズームを提供するように構成されたズーム倍率を含む、カメラシス
テムと、
　マウントであって、前記ディスプレイシステムと前記カメラシステムは前記マウントに
固定され、前記ディスプレイシステムと前記カメラシステムは前記マウントの周りで相対
的に可動であり、前記マウントは中空筐体を含む、マウントと、
　第１および第２の調整機構であって、前記第１の調整機構は、前記カメラシステムを前
記中空筐体内において前記マウントの長さ方向に移動可能とさせるものであり、前記第２
の調整機構は、前記ディスプレイシステムを、前記ウェアラブル機器を装着した前記人か
ら見て左右方向に移動可能とさせるものである、第１および第２の調整機構と、
　フレームであって、前記マウントはフレームに固定されている、フレームと、
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を備えている、ウェアラブル機器。
【請求項２】
　前記ウェアラブル機器は人の頭に装着可能なヘッドウェアラブル機器である、請求項１
に記載のウェアラブル機器。
【請求項３】
　前記フレームはハットおよび眼鏡タイプのフレームのいずれかである、請求項２に記載
のウェアラブル機器。
【請求項４】
　前記ディスプレイシステムはさらに第２の偏光子を備え、前記第２の偏光子は前記第１
の偏光子と前記四分の一波長板の間に配置され、前記第２の偏光子は前記ディスプレイ機
器に対して４５°、または約４５°傾いている、請求項１に記載のウェアラブル機器。
【請求項５】
　前記第２の偏光子は２つの結合された偏光ビームスプリッタを含む、請求項４に記載の
ウェアラブル機器。
【請求項６】
　前記ディスプレイ機器はディスプレイスクリーンである、請求項１に記載のウェアラブ
ル機器。
【請求項７】
　前記ディスプレイ機器は透明である、請求項１に記載のウェアラブル機器。
【請求項８】
　倍率制御子とパワースイッチをさらに備えている、請求項１に記載のウェアラブル機器
。
【請求項９】
　前記パワースイッチが物理的スイッチと近接センサのうちの１つであり、前記近接セン
サが赤外センサである、請求項８に記載のウェアラブル機器。
【請求項１０】
　前記左右方向は８ｍｍまたは約８ｍｍまで調節可能であり、前記長さ方向は１０ｍｍま
たは約１０ｍｍまで調節可能である、請求項１に記載のウェアラブル機器。
【請求項１１】
　人の視覚を補助するヘッドウェアラブル機器であって、
　ディスプレイ機器、前記ディスプレイ機器に対して平行な第１の偏光子、前記ディスプ
レイ機器に対して４５°の角度で配置された第２の偏光子、四分の一波長板およびミラー
を含むディスプレイシステムであって、前記ディスプレイ機器、前記第１の偏光子、前記
第２の偏光子、前記四分の一波長板および前記ミラーは、前記ディスプレイ機器が前記デ
ィスプレイシステムの第１の端部に配置され、前記ミラーが前記ディスプレイシステムの
第２の反対側端部に配置されるように、連続して配置され、前記ディスプレイシステムは
前記ミラーの焦点距離に対応する長さを有する、ディスプレイシステムと、
　カメラと画像安定化システムを含むカメラシステムであって、前記カメラは、６０倍、
または約６０倍までのズームを提供するように構成されたズーム倍率を含む、カメラシス
テムと、
　マウントであって、前記ディスプレイシステムと前記カメラシステムは前記マウントに
固定され、前記ディスプレイシステムと前記カメラシステムは前記マウントの周りで相対
的に可動であり、前記マウントは中空筐体を含む、マウントと、
　第１および第２の調整機構であって、前記第１の調整機構は、前記カメラシステムを前
記中空筐体内において前記マウントの長さ方向に移動可能とさせて前記ディスプレイシス
テムと前記ヘッドウェアラブル機器を着用している前記人の目との間の距離を調整するも
のであり、前記第２の調整機構は、前記ディスプレイシステムを、前記ヘッドウェアラブ
ル機器を装着した前記人から見て左右方向に移動可能とさせて前記カメラシステムと前記
ディスプレイシステムとの距離を調整するものである、第１および第２の調整機構と、
　フレームであって、前記マウントは前記フレームに固定されている、フレームと、
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を備えている、ヘッドウェアラブル機器。
【請求項１２】
　前記フレームはハットである、請求項１１に記載のヘッドウェアラブル機器。
【請求項１３】
　前記フレームは眼鏡タイプのフレームである、請求項１１に記載のヘッドウェアラブル
機器。
【請求項１４】
　前記第１の偏光子と前記第２の偏光子のうち一方が偏光ビームスプリッタである、請求
項１１に記載のヘッドウェアラブル機器。
【請求項１５】
　前記ディスプレイ機器はディスプレイスクリーンであり、有機発光ダイオード（ＯＬＥ
Ｄ）ディスプレイ、シリコン上強誘電性液晶（ＦＬＣＯＳ）ディスプレイ、発光ダイオー
ド（ＬＥＤ）ディスプレイおよび液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）のうちの１つである、請求
項１１に記載のヘッドウェアラブル機器。
【請求項１６】
　前記ディスプレイシステムと前記カメラシステムは、前記左右方向において８ｍｍまた
は約８ｍｍまで調節可能であり、前記長さ方向において１０ｍｍまたは約１０ｍｍまで調
節可能である、請求項１１に記載のヘッドウェアラブル機器。
【請求項１７】
　視覚劣化の病状を有する人の視覚を補助する方法であって、
　人の視野内に請求項１に記載のウェアラブル機器を設置し、
　前記人の正面のシーンをカメラでキャプチャし、
　前記キャプチャされたシーンを安定化し、
　前記安定化されたシーンをウェアラブル機器のディスプレイシステム上に表示すること
を含み、
　前記表示することが、
　　第１の直線偏光子、第２の直線偏光子および四分の一波長板を通して光を通過させて
円偏光を形成し、
　　前記円偏光をミラーで反射させ、
　　反射円偏光を四分の一波長板を通して通過させ第２の偏光子で反射させて人の眼に通
過させてそれによって網膜の部分にバーチャル画像を形成して前記視野内を埋める、
ことを含む方法。
【請求項１８】
　前記シーンおよび網膜上のバーチャル画像の投影位置、拡大度および画像のサイズを、
適正なサイズの鮮明な画像が網膜の機能している部分に形成されるまで調節することを含
む、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　網膜スキャナをさらに備え、前記第１および第２の調整機構は、前記網膜スキャナによ
る網膜の走査に基づいて作動可能である、請求項１に記載のウェアラブル機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、人の視覚を補助するための機器を対象とする。より具体的には、本開示は、
限定はしないが、退行性視覚の病状を患っている人などの人の視覚を補助するためのウェ
アラブル機器を対象とする。
【背景技術】
【０００２】
　加齢黄斑変性は、特に高齢者には一般的な病状である。加齢黄斑変性患者は一般的に、
網膜、特に網膜の黄斑に損傷または不全を有する。黄斑は一般的に眼の最も鮮明な解像度
を有している。一般に、損傷または不全を有する黄斑は、人の正面の光に正しく応答でき
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ない場合がある。その結果、人は視野の中心の、または視野の中心付近の視覚がぼやける
かまたは視覚がなくなる可能性がある。加齢黄斑変性は、人の、顔識別、運転、読むこと
等の能力を制限する可能性がある。黄斑の劣化は網膜の中心部から外側に拡張する可能性
がある。しかしながら、黄斑の劣化は網膜の周辺領域に影響する可能性はない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本開示は人の視覚を補助するための機器を対象とする。より具体的には、本開示は、退
行性視覚の病状を患っている人などの人の視覚を補助するためのウェアラブル機器を対象
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　一実施形態において、機器はヘッドウェアラブル機器である。一実施形態において、ヘ
ッドウェアラブル機器は眼鏡機器であり得る。一実施形態において、ヘッドウェアラブル
機器はハット、ヘッドバンド等であり得る。
【０００５】
　一実施形態において、ウェアラブル機器はカメラシステムと、ディスプレイ機器と、デ
ィスプレイシステムと、ディスプレイシステム用透明筐体と、マウントと、カメラシステ
ムとディスプレイシステムの間の位置を調節することが可能な第１のスライド式筐体（ｘ
軸）と、ディスプレイシステムと機器装着者の眼との間の距離を調節することができる第
２のスライド式筐体（ｙ軸）を含む。
【０００６】
　一実施形態において、ウェアラブル機器はさらに、少なくとも１つのコマンドを出力す
ることが可能なコントローラを含む。一実施形態において、コマンドは、ディスプレイス
クリーンのカラースキーム、輝度およびコントラストのうち１つ以上を制御するために使
用される。一実施形態において、コントローラは１つ以上のボタンから入力を受け取るこ
とが可能である。一実施形態において、コントローラは有線または無線コントローラであ
り得る。制御はウェアラブル機器上のボタンを用いて実行されてもよい。一実施形態にお
いて、制御装置は、ウェアラブル機器を制御するためのプリント回路基板（ＰＣＢ）上の
ボタンである。
【０００７】
　一実施形態において、第１または第２のスライド式筐体は手動または自動のいずれかで
調節され得る。
【０００８】
　一実施形態において、機器はさらにディスプレイ機器およびカメラ用のパワースイッチ
を含む。
【０００９】
　人の視覚を補助するウェアラブル機器が開示される。ウェアラブル機器は、ディスプレ
イ機器、ディスプレイ機器に対して平行な第１の偏光子、四分の一波長板およびミラーを
含むディスプレイシステムを含み、ディスプレイ機器、第１の偏光子、四分の一波長板お
よびミラーは、ディスプレイ機器がディスプレイシステムの第１の端部に配置され、ミラ
ーがディスプレイシステムの第２の反対側端部に配置されるように、連続して配置されて
いる。ディスプレイシステムはミラーの焦点距離に対応する長さを有する。カメラシステ
ムはカメラと画像安定化システムを含む。カメラは、６０倍、または約６０倍までのズー
ムを提供するように構成されたズーム倍率を含む。マウントが含まれる。ディスプレイシ
ステムとカメラシステムはマウントに固定されている。ディスプレイシステムとカメラシ
ステムはマウントの周りで相対的に可動である。マウントはフレームに固定されている。
【００１０】
　人の視覚を補助するヘッドウェアラブル機器も開示される。ヘッドウェアラブル機器は
、ディスプレイ機器、ディスプレイ機器に対して平行な第１の偏光子、ディスプレイ機器
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に対して４５°の角度で配置された第２の偏光子、四分の一波長板およびミラーを含むデ
ィスプレイシステムを含み、ディスプレイ機器、第１の偏光子、第２の偏光子、四分の一
波長板およびミラーは、ディスプレイ機器がディスプレイシステムの第１の端部に配置さ
れ、ミラーがディスプレイシステムの第２の反対側端部に配置されるように、連続して配
置されている。ディスプレイシステムはミラーの焦点距離に対応する長さを有する。カメ
ラシステムはカメラと画像安定化システムを含み、カメラは、６０倍、または約６０倍ま
でのズームを提供するように構成されたズーム倍率を含む。ディスプレイシステムとカメ
ラシステムはマウントに固定されている。ディスプレイシステムとカメラシステムはマウ
ントの周りで相対的に可動である。マウントはフレームに固定されている。
【００１１】
　視覚劣化の病状を有する人の視覚を補助する方法も開示される。方法は、人の視野内に
ウェアラブル機器を設置することを含む。人の正面のシーンがカメラでキャプチャされる
。キャプチャされたシーンは安定化される。安定化されたシーンはウェアラブル機器のデ
ィスプレイシステム上に表示される。ディスプレイシステム上に表示することは、第１の
直線偏光子、第２の直線偏光子および四分の一波長板に光を通過させ円偏光を形成し、円
偏光をミラーで反射させ、反射した円偏光を四分の一波長板を通して通過させて第２の偏
光子で反射して人の眼に通過させ、それによって網膜の部分にバーチャル画像を形成する
ことを含む。
【００１２】
　本開示の一部を形成し、記載されるシステムおよび方法が実行され得る実施形態を例示
する添付の図面を参照する。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１Ａ】一実施形態による人の正常な視野の図である。
【図１Ｂ】一実施形態による退行性視覚の病状を患っている人の視野の図である。
【図１Ｃ】一実施形態による、図１Ｂからの、退行性視覚の病状を患っている人の、人の
視覚を補助するためのウェアラブル機器を装着した状態の視野の図である。
【図２】一実施形態による退行性視覚の病状を患っている人の網膜の模式図である。
【図３】一実施形態による、人の視覚を補助するためのウェアラブル機器の模式図である
。
【図４】一実施形態による、図３の人の視覚を補助するためのウェアラブル機器の模式図
である。
【図５】一実施形態による、光学素子と、人の視覚を補助するためのウェアラブル機器の
ディスプレイからの光路の上面図の模式図である。
【図６】別の実施形態による、人の視覚を補助するためのウェアラブル機器の模式図であ
る。
【図７】一実施形態による、人の視覚を補助するためのウェアラブル機器の動作方法のフ
ローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　全体を通じて類似した参照番号は類似した部分を表す。
【００１５】
　本開示は人の視覚を補助するための機器を対象とする。より具体的には、本開示は、退
行性視覚の病状を患っている人などの人の視覚を補助するためのウェアラブル機器を対象
とする。
【００１６】
　限定はしないが、加齢黄斑変性などの退行性視覚の病状を患っている人々は、彼等の視
覚の特定の領域に視界不良または視覚がない状態を伴い得る。
【００１７】
　加齢黄斑変性は、特に高齢者の間では一般的な病状である。加齢黄斑変性患者は一般に
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、特に網膜の黄斑に、損傷した、または機能不全の網膜を有する。黄斑は、一般的に眼の
最も鮮明な解像度を有している。一般に、損傷または不全を有する黄斑は、人の正面の光
に正しく応答できない。その結果、人は視野の中心の、または視野の中心付近の視覚がぼ
やけるかまたは視覚がなくなる可能性がある。加齢黄斑変性は、人の、顔識別、運転、読
むこと等の能力を制限する可能性がある。黄斑の劣化は網膜の中心部から外側に拡張する
可能性がある。しかしながら、黄斑の劣化は網膜の周辺領域に影響する可能性はない。人
の網膜の周辺領域が影響を受けていない場合、人の視野は外部機器で増強され得る。
【００１８】
　現在、加齢黄斑変性を有する人の視覚を補助するための機器は、ディスプレイスクリー
ンを介して光を人の眼に反射させることがある。しかしながら、これらの機器は一般に、
バーチャルリアリティーヘッドセットと同様な、光効率とコントラストのための密封空間
を必要とする。その結果、視覚補助機器は一般に、サイズと外観両方において嵩高い。よ
り小型サイズの、人の視覚を補助するための機器が望ましい。
【００１９】
　本開示の実施形態は、通常は機能不全の黄斑領域に形成されるシーンをキャプチャして
拡大できるウェアラブル機器を対象とする。キャプチャされ拡大されたシーンは次に、網
膜の正しく機能している領域（例えば、視野の中心部の外側の周辺領域等）に投影され得
る。一実施形態において、黄斑の外側の網膜の制限を補償するために拡大が用いられてよ
い。
【００２０】
　一実施形態において、人の視覚を補助するためのウェアラブル機器は偏光投影法を利用
できる。一実施形態において、偏光で実現される拡張現実はウェアラブル機器のサイズ縮
小をもたらし得る。一実施形態において、サイズの縮小は例えば、従来型反射システムと
比べて相対的に美観が勝るミニマリズム的なデザインをもたらす。
【００２１】
　図１Ａ～１Ｃは、人の正常な視野１０、退行性視覚の病状を患う人の視野１６、および
、一実施形態による人の視覚を補助するためのウェアラブル機器を用いた場合の、退行性
視覚の病状を患う人の視野１８を示す模式図である。
【００２２】
　図１Ａは、一実施形態による人の正常な視野１０を示す。正常な視野１０内に複数の文
字１２がある。文字１２は一例として示されており、視野１０は代わりに文字以外の画像
を含み得ることが理解されよう。正常な視野１０は破線で示された中心領域１４を含む。
中心領域１４は、人の黄斑が文字１２を識別する領域を示す。本明細書を簡潔にするため
に、正常な視野１０は人の網膜の種々の領域にわたる解像度における変動を含まない。
【００２３】
　図１Ｂは、一実施形態による退行性視覚の病状を患う人の視野１６を示す。退行性視覚
病状は加齢黄斑変性を表し得る。視野１６では、中心領域１４（図１Ａ）の代わりに、文
字１２を含まない中心領域１４Ａが示されている。代わりに、中心領域１４Ａは、機能不
全黄斑による退行性視覚病状を有する人の盲点を表すために遮蔽されている（例えば不鮮
明になっている）。
【００２４】
　図１Ｃは、一実施形態による人の視覚を補助するためのウェアラブル機器を装着した、
図１Ｂからの退行性視覚の病状を患う人の視野１８を示す。図１Ｂと同様に、中心領域１
４Ａは、正常な視野１０の中心領域１４（図１Ａ）では見える文字１２のいずれもない状
態で示されている。しかしながら、正常な視野１０の中心領域１４に示された文字１２は
領域２０に、視野１８内に表示されたバーチャル画像として示されている。領域２０は、
正常な視野１０の中心領域１４に表示されているのと同じ文字Ｍ、Ｎ、Ｗ、ＸおよびＹを
含む。これらの文字は、人の視覚を補助するためのウェアラブル機器のカメラによってキ
ャプチャされ、人に見えるように、黄斑の外側の領域（例えば、網膜の機能している領域
）内に投影される。人の視野を補助するためのウェアラブル機器について以下にさらに詳
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細に説明する。示された実施形態において、領域２０は視野１８の上部右隅に示されてい
る。領域２０は代わりに、本開示の原理に従って機能不全黄斑領域の外部の視野１８の他
の領域に表示されてもよいことが理解されよう。
【００２５】
　図２は、一実施形態による、退行性視覚の病状を患っている人の網膜３０の模式図であ
る。図示の実施形態における退行性視覚病状は一般的に、加齢黄斑変性を表すことを理解
されたい。そのため、網膜３０は、機能不全または損傷した黄斑を有する人からの網膜を
表す。網膜３０は、機能している領域３２と機能不全領域３４を含む。網膜３０の機能し
ている領域３２は一般的に、機能不全領域３４を包囲する網膜３０の周辺領域に配置され
ている。網膜３０の機能不全領域３４は一般的に網膜３０の中央に、または中心付近に配
置されている。機能している領域３２と機能不全領域３４を含む網膜３０は一例としての
ものであり、機能している領域３２と機能不全領域３４の相対的サイズと形状は人によっ
て変動し得ることを理解されたい。
【００２６】
　図３は、一実施形態による人４０の視覚を補助するためのウェアラブル機器４２を装着
した人４０の模式図である。
【００２７】
　図示の実施形態におけるウェアラブル機器４２は人４０によって装着され得る眼鏡の形
態である。ウェアラブル機器４２は、マウント４４と、フレーム４６と、ディスプレイシ
ステム４８とカメラシステム５０を含む。一実施形態においてディスプレイシステム４８
は代替的に光学素子４８と呼ばれ得る。一実施形態において、カメラシステム５０は代替
的にカメラ素子５０と呼ばれ得る。カメラシステム５０はカメラ５２を含む。
【００２８】
　ディスプレイシステム４８は筐体４９を含む。一実施形態において、筐体４９は、光学
ガラス、ポリマーなどの透明材料、それらの組み合わせ等であり得る。一実施形態におい
て、筐体４９はポリカーボネート等であり得る。筐体４９は透明であるため、ウェアラブ
ル機器４２を装着している人は、偏光で実現される拡張現実を用いて眼内に彼／彼女の元
来の視覚を維持できる。投影された画像は彼／彼女の現在の視覚の上に「スタック」され
る。一実施形態において投影画像のスタッキングは、ウェアラブル機器４２の装着者を、
ウェアラブル機器４２を装着または外すときの視野間の遷移に関してより快適にできる。
一実施形態において、ディスプレイシステム４８によって表示されるバーチャル画像内の
内容を装着者の周辺視覚と関連付けることで、装着者は特定の目標物をより容易に位置特
定できる可能性がある。一実施形態において、偏光で実現される拡張現実を用いることは
、ウェアラブル機器４２のサイズの縮小を可能にする可能性がある。一実施形態において
、ウェアラブル機器４２のサイズを縮小することは、従来型機器と比べてより心地よく美
観が勝るミニマリズム的なデザインをもたらし得る。
【００２９】
　マウント４４はウェアラブル機器４２をフレーム４６の片側に装着する。フレーム４６
は一実施形態では眼鏡のフレームに類似していてよい。一実施形態において、マウント４
４はキャップ／ハットまたは、限定はしないがヘッドバンド等の他のヘッドウェアラブル
機器のビームに装着されてもよい。ウェアラブル機器４２がハットに装着された実施形態
が以下の図６によって図示され説明される。
【００３０】
　一実施形態において、ウェアラブル機器４２は、例えば、カメラシステム５０、ディス
プレイシステム４８、またはカメラシステム５０とディスプレイシステム４８の組み合わ
せの位置を操作するために調節可能であってよい。調節機構は、マウント４４の中空筐体
内でカメラ５２をスライドさせることによって実現される。一実施形態において、スライ
ドは、２つの素子間の相対位置が固定され、外力が所定の値を超えた場合に（例えば、偶
発的とは反対に、装着者の意図的な調節によって）スライドが発生するように、計算され
た公差をもって設計される。このスライドは、並進移動して線形運動するフレキシャまた
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はねじによっても実現され得る。一実施形態において、スライドは手動で達成され得る。
一実施形態において、スライドは電子的に制御され得る。スライド運動の電子制御を含む
一実施形態において、ウェアラブル機器４２は網膜スキャナ５３（図４）を含み得る。網
膜スキャナ５３は一実施形態によればカメラシステム５０の一部と考慮され得る。使用時
に、網膜スキャナ５３はウェアラブル機器４２の装着者の網膜を走査するために用いられ
てよい。装着者の網膜の走査に基づいて、ウェアラブル機器４２は、調節機構をスライド
させることによって電子的に調節され得る。
【００３１】
　一実施形態において、装着者４０はカメラシステム５０とマウント４４の相対位置を容
易に調節できる。一実施形態において、この調節機構は１０ミリメートルまたは約１０ミ
リメートルまでのｙ軸の調節を可能にし得る。一実施形態において、ｙ軸調節は１０ミリ
メートルまたは約１０ミリメートルを超える可能性がある。一実施形態において、ｙ軸調
節は手動または自動のいずれかで行なわれてよい。一実施形態において、ｙ軸調節は、例
えば、装着者がカメラシステム５０をｙ方向にスライドさせることによって、または、カ
メラシステム５０をｙ方向に移動させる調節ねじを操作することによって手動で完了して
もよい。一実施形態において、装着者はカメラシステム５０をｙ方向に移動させる調節ボ
タンを押すことが可能である。マウントがキャップのビームに装着されている場合（例え
ば、図６によって図示され説明されるように）、ｙ軸に沿った調節は無制限であり得る（
例えば、１０ミリメートルまたは約１０ミリメートルを超える）。
【００３２】
　一実施形態において、ディスプレイシステム４８はｘ軸に沿った投影領域の調節を達成
するためのもう１つの調節機構（この場合ディスプレイシステム４８とカメラシステム５
０の間に）を組み込んでいる。一実施形態において、ｘ軸調節は８ミリメートルまたは約
８ミリメートルまでであり得る。一実施形態において、ｘ軸調節は８ミリメートルまたは
約８ミリメートルを超える可能性がある。一実施形態において、ｘ軸調節は手動または自
動のいずれかで行なわれてよい。一実施形態において、ｘ軸調節は、例えば、装着者がカ
メラシステム５０をｘ方向にスライドさせることによって、または、カメラシステム５０
をｘ方向に移動させる調節ねじを操作することによって手動で完了してもよい。一実施形
態において、装着者はカメラシステム５０をｘ方向に移動させる調節ボタンを押すことが
できる。マウントがキャップのビームに装着されている場合（例えば、図６によって図示
され説明されるように）、ｘ軸に沿った調節は無制限であり得る（例えば、８ミリメート
ルまたは約８ミリメートルを超える）。
【００３３】
　一実施形態において、ｘ軸調節とｙ軸調節は逐次実行されても同時に実行されてもよい
。一実施形態において、装着者の眼に反射するバーチャル画像は、ｘ方向、ｙ方向または
それらの組み合わせでの調節を用いることによって網膜の任意の周辺領域に位置決めされ
得る。
【００３４】
　一実施形態において、ディスプレイシステム４８およびその構成要素は、２．５メート
ル離れて見た場合に５０インチスクリーンの最小見掛けサイズを有するバーチャル画像を
作り出すことが可能である。
【００３５】
　図４は、一実施形態による、図３の人４０の視覚を補助するためのウェアラブル機器４
２の模式図である。
【００３６】
　ウェアラブル機器４２は、ディスプレイシステム４８、ディスプレイ機器５４、カメラ
機器５０およびマウント４４を含む。ディスプレイシステム４８はミラー５６、波長板５
８、第１の偏光子６０および第２の偏光子６２を含む。
【００３７】
　ウェアラブル機器４２はディスプレイシステム４８と画像安定化システム６４を含む。
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視覚補助としての用途を可能にするためにより大きな画像が達成され得る。ウェアラブル
機器４２上のカメラシステム５０に接続されたディスプレイ機器５４は、画像を投影する
ために使用され得る。ディスプレイシステム４８は、ミラー５６から反射された光が視準
されるように距離Ｄ１分ディスプレイ機器５４から離隔したミラー５６を含む。一実施形
態において、距離Ｄ１はミラー５６の焦点距離であるかまたはミラー５６の焦点距離にほ
ぼ等しい。一実施形態において、ディスプレイシステム４８は修正型偏光ビームスプリッ
タとも呼ばれ得る。
【００３８】
　一実施形態において、２つの偏光子６０，６２がディスプレイ機器５４とミラー５６の
間に配置されている。一実施形態において、第１の偏光子６０はディスプレイ機器５４と
平行である。第１の偏光子５０は例えば製造公差および変動によってディスプレイ機器５
４と実質的に平行であってもよいことを理解されたい。一実施形態において、第２の偏光
子６２はディスプレイ機器５４に対して角度θで配置されている。図示の実施形態におい
て、角度θはディスプレイ機器５４に対して４５°または約４５°である。第２の偏光子
６２はミラー５６から反射された光を装着者の眼に向け直し、それによってバーチャルス
クリーンを形成してよい。別の実施形態では、単一の偏光子（例えば、偏光子６０）がデ
ィスプレイ機器５４とミラー５６の間に配置され得る。単一の偏光子６０はディスプレイ
機器５４に対して４５°の角度θを形成できる。
【００３９】
　装着者はカメラ５２のズーム倍率を調節できる。ズーム倍率調整は、倍率調節ボタン６
８を用いて達成され得る。倍率は各装着者の特定の視覚条件に基づいたものであり得る。
したがって、倍率調節ボタン６８は、黄斑以外の網膜の領域における解像度の減少または
、例えば白内障、糖尿病網膜症等からのブレた黄斑視覚のいずれかを補正することを補助
できる。
【００４０】
　一実施形態において、ズーム倍率は２倍または約２倍から６０倍または約６０倍までの
範囲であり得る。一実施形態において、ズーム倍率は５倍または約５倍から１０倍または
約１０倍までの範囲であり得る。２倍ズームを使用する場合、例えば物体は１倍ズームで
の同じ物体よりも約４倍多い画素を占める。一実施形態において、ディスプレイ機器５４
は少なくとも８倍または約８倍ズームを有する。
【００４１】
　投影されたシーン（例えば、図１Ｃの領域２０）を拡大することはは、ディスプレイ機
器５４に表示される視野を制限する可能性がある。従って、装着者のヘッド位置からの僅
かな移動が、投影されるシーンの大きなシフトをもたらし得る。したがって、キャプチャ
プロセスにおける安定化が望まれる。
【００４２】
　一実施形態において、ユーザがカメラ５２のズームの範囲に達した場合、ユーザはディ
スプレイ機器５４上でデジタル的にズーム可能である。一実施形態においてズームは倍率
調節ボタン６８を用いて制御されてよい。一実施形態において、ディスプレイ機器５４上
でデジタル的にズームするために別個のズームボタン６９が用いられてよい。ズームボタ
ン６９を含む一実施形態において、ユーザは倍率調節ボタン６８かズームボタン６９のい
ずれかでズームしてよい。ズームボタン６９を含まない一実施形態において、ユーザがズ
ームをカメラ５２の範囲に調節した場合、ディスプレイのデジタルズームが自動的に発生
してよい。
【００４３】
　一実施形態において、画像安定化システム６４はウェアラブル機器４２に含まれてよい
。例えば、一実施形態において、画像安定化装置は、装着者のヘッドからの不本意な揺れ
または振動を考慮に入れるためにカメラ５２のプロセッサに組み込まれてよい。一実施形
態において、画像安定化装置は機械的画像安定化装置（例えば、センサシフト画像安定化
装置等）であっても、または、プログラム的に制御されて電子画像安定化を提供してもよ
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い。一実施形態において、画像安定化装置は機械的構成要素とプログラム的構成要素の両
方を有してよい。キャプチャされたシーンはディスプレイ機器５４にフィードされる。
【００４４】
　一実施形態において、ディスプレイ機器５４は有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディス
プレイ、シリコン上強誘電性液晶（ＦＬＣＯＳ）ディスプレイ等であり得る。一実施形態
において、解像度が十分であれば、ディスプレイ機器５４は発光ダイオード（ＬＥＤ）デ
ィスプレイ、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）等であり得る。
【００４５】
　一実施形態において、ミラー５６はトロイダル形または放物線状の形状であり得る。一
実施形態において、ミラー５６は凹面であり得て、ミラー５６直近に凹面レンズを備えて
よい。一実施形態において、ミラー５６は一端部に反射コーティングを備えた凸面レンズ
であり得る。そのような実施形態において、反射コーティングを備えた凸面レンズは、凹
面レンズを、反射コートされた凸面レンズに嵌めることによって同じ複屈折力と反射を達
成できる。
【００４６】
　ウェアラブル機器４２はスイッチ６６でオンにできる。一実施形態において、スイッチ
６６は物理的スイッチを含み得る。一実施形態において、スイッチ６６は近接センサの形
態によって制御され得る。一実施形態において、近接センサは赤外センサである。一実施
形態において、スイッチ６６は、例えば人の指の近接度に基づいてトグルされ得る赤外ス
イッチを含み得る。スイッチ６６はマウント４４の片側に配置され得る。カメラ５２は、
スイッチオンされた場合に画像をキャプチャし始めるおよび／または盲点１４Ａ内のシー
ンを記録し始める。人は、彼／彼女の頭を動かすことによって所望のシーンを選択できる
。人は上記の調節機構を用いて彼／彼女の視野内の何処にシーンを投影するかを選択でき
る。
【００４７】
　一実施形態において、ウェアラブル機器４２は、現在利用可能な拡張現実ウェアラブル
製品に比べて比較的大きなサイズでバーチャル画像を提供できる。一実施形態において、
バーチャル画像のサイズは、２メートル離れて見た場合に５０インチスクリーンの最小見
掛けサイズを有する。一実施形態において、調節は遠隔で制御され得る。
【００４８】
　一実施形態において、光学素子および光学素子ハウジングは、最終投影画像が理想的寸
法に適合するように比例して大きくされ、それは実験的に決定され得る。
【００４９】
　別の実施形態において、ウェアラブル機器４２は、シーンが投影前に既に拡大されるよ
うに、カメラ５２にテレスコープを装着して、または、カメラ５２を光学ズームを備えた
カメラと交換して、次に、投影画像が拡大され得るように別の光学素子をプリズムの背後
に追加して設計され構成される。
【００５０】
　一実施形態において、ディスプレイシステム４８はミラー５６の焦点距離にほぼ等しい
長さを有する。
【００５１】
　一実施形態において、遠視または近視いずれかの人のために、ディスプレイシステム４
８と、ウェアラブル機器４２を装着している人の眼との間にもう１つの眼鏡が取り付けら
れ得る。
【００５２】
　図５は、一実施形態による、ディスプレイシステム４８と、人の視覚を補助するための
ウェアラブル機器４２のディスプレイ５４からの光路の上面図の模式図である。
【００５３】
　往伝播路８０では、ディスプレイ機器５４からの光は第１の直線偏光子６０を通って直
線偏光される。第２の直線偏光子６２は第１の直線偏光子６０に対して４５°傾いている



(11) JP 6989611 B2 2022.1.5

10

20

30

40

50

。直線偏光、例えばｓ偏光は、四分の一波長板５８を通って円偏光される。円偏光は次に
ミラー５６で反射して視準される。反射すると、視準円偏光は掌性（ｈａｎｄｅｄｎｅｓ
ｓ）を変える。ミラー５６からの復路で、視準円偏光８２は四分の一波長板５８を再び通
り、往伝播路８０の偏光に対して直角な偏光、例えばｐ偏光に変わる。視準光は第１の直
線偏光子６０に達すると装着者の眼に反射される。人の視覚の性質により、眼は入射視準
光を無限遠からであると知覚する（例えば、物体の頂部から眼に届く光線は地面とほぼ平
行である）。
【００５４】
　図６は、別の実施形態による人の視覚を補助するためのウェアラブル機器１００の模式
図である。ウェアラブル機器１００はヘッドウェアラブル機器である。特に、ヘッドウェ
アラブル機器は、人の頭に装着され得るハットである。ウェアラブル機器１００はキャッ
プ／ハット１０２とともに示されている。一実施形態によれば、ウェアラブル機器１００
は、ハット１０２以外であるがハットに固定可能である構成要素を含んでよいことを理解
されたい。ウェアラブル機器１００の特徴はウェアラブル機器４２の特徴と同じかまたは
類似していてよい。
【００５５】
　ウェアラブル機器１００はハット１０２、ディスプレイシステム４８およびカメラシス
テム５０を含む。ウェアラブル機器１００は１つ以上の他の特徴を含み得ることを理解さ
れたい。例えば、ハット１０２は一実施形態によれば１つ以上のスナップまたはその他の
特徴を介して調節可能であってよい。ハット１０２の調節可能性は一般に既知の原理に従
うものでよい。
【００５６】
　動作時に、装着者は、ハット１０２を調節することによってディスプレイシステム４８
の位置を調節可能である。例えば、装着者はハット１０２を右または左に回転させること
で、ディスプレイシステム４８の位置を、装着者の機能している網膜（例えば、図２の機
能している網膜３２）に対して左方向の右側に移動可能である。
【００５７】
　ディスプレイシステム４８はハット１０２の特定の位置で示されている。ディスプレイ
システム４８は代替的にハット１０２の反対側（例えば、図での右側）に移動されてよい
ことを理解されたい。一実施形態において、ディスプレイシステム４８は装着者によって
移動可能であってよい。例えば、ディスプレイシステム４８は、装着者がディスプレイシ
ステム４８を所望の位置に移動させ得るようにハット１０２の特定の位置に着脱自在に固
定されてよい。別の実施形態では、ディスプレイシステム４８は固定式であってよい。そ
のような実施形態では、装着者はハット１０２を調節することによってディスプレイシス
テム４８の位置を調節してもよい。
【００５８】
　カメラ５２はハット１０２の中央位置付近で示されている。カメラ５２は移動され得る
ことを理解されたい。例えば、カメラ５２はハット１０２に対して上下に移動され得る。
一実施形態において、カメラ５２はハット１０２上で左右に移動され得る。一実施形態に
おいて、装着者がカメラ５２を取り外して、選択された物体にカメラ５２を指向できるよ
うに、カメラ５２はハット１０２に着脱自在に固定され得る。カメラシステム５０はハッ
ト１０２の特定の位置で示されている。カメラシステム５０はハット１０２の異なる位置
に移動され得ることを理解されたい。一実施形態において、図３および４には示されてい
るが図６には示されていない特徴も図６の実施形態に含まれてよい。
【００５９】
　図３および６におけるディスプレイシステム４８とカメラシステム５０の相対サイズと
位置は、一実施形態によれば可変であり得ることを理解されたい。この例示は例としてで
あり、限定の意図はない。
【００６０】
　図７は、一実施形態による人の視覚を補助するためのウェアラブル機器の操作方法１５
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０のフローチャートである。方法１５０は、人の視覚を補助するためにウェアラブル機器
４２（図３）またはウェアラブル機器１００（図６）を操作するために一般的に用いられ
得る。
【００６１】
　方法１５０は、ステップ１５２でカメラ（例えば、図４のカメラ５２）を用いてウェア
ラブル機器４２の装着者の正面のシーンをキャプチャすることで開始する。ステップ１５
４で、ステップ１５２でキャプチャされたシーンが安定化され（例えば、図３の画像安定
化プロセッサ６４で）、ウェアラブル機器４２の装着者向けにディスプレイ（例えば、図
４のウェアラブル機器４２のディスプレイ５４）上に表示される。
【００６２】
　ステップ１５６で、ディスプレイ機器５４からの光が直線偏光子（例えば、図４の第１
の直線偏光子６０）、第２の直線偏光子（例えば、図４の第２の直線偏光子６２）および
四分の一波長板（例えば、図４の波長板５８）を逐次通過して円偏光を形成する。一実施
形態において、単一の直線偏光子が存在してよい。そのような実施形態において第２の直
線偏光子は存在せず、光は第１の直線偏光子から四分の一波長板に通過する。
【００６３】
　ステップ１５８で、円偏光はミラー（例えば、図４のミラー５６）から反射して掌性を
変える。ステップ１６０で、逆転した掌性の円偏光は四分の一波長板を通過し、直線偏光
にスイッチバックする。ステップ１６２で、直線偏光は第２の直線偏光子上で反射して患
者の眼に入り、網膜の部分（例えば、図２の機能している部分３２）にバーチャル画像を
形成する。単一の直線偏光子での一実施形態において、直線偏光は第１の直線偏光子上で
反射して患者の眼に入り、網膜の部分にバーチャル画像を形成する。
【００６４】
　ステップ１６４で、シーンおよび網膜上への投影位置、倍率および画像のサイズが、適
正なサイズの鮮明なバーチャル画像が網膜の機能している部分に形成されるまで人または
実施プログラムによって調節される。一実施形態において、ステップ１６４はスライド運
動を介してディスプレイシステム４８のｘ方向とｙ方向における調節を電子的に制御する
（例えば、図４のマウント４４を用いて）ことを含み得る。そのような実施形態において
、ステップ１６４は網膜スキャナ５３（図４）を用いてウェアラブル機器４２の装着者の
網膜を走査することを含み得る。装着者の網膜の走査に基づいて、ウェアラブル機器４２
は調節機構をスライドさせることによって電子的に調節されてよい。
【００６５】
＜態様＞
　態様１乃至９のいずれも、態様１０、１１乃至１９、２０、２１乃至３２、３３乃至３
８および３９乃至４０のいずれの態様と組み合わせ可能であることが理解される。態様１
０は態様１１乃至１９、２０、２１乃至３２、３３乃至３８および３９乃至４０のいずれ
と組み合わせてもよい。態様１１乃至１９のいずれも、態様２０、２１乃至３２、３３乃
至３８および３９乃至４０のいずれの態様と組み合わせ可能である。態様２１乃至３２の
いずれの態様も、態様３３乃至３８および３９乃至４０のいずれと組み合わせ可能である
。態様３３乃至３８のうちいずれも、態様３９乃至４０のいずれと組み合わせ可能である
。
【００６６】
　態様１．加齢黄斑変性の患者用の、浮動性めまいを全く生じさない、または浮動性めま
いを最小限だけ伴う視覚補助機器であって、カメラ素子と、ディスプレイスクリーンと、
光学素子と、パワースイッチと、マウントと倍率制御子を備え、カメラ素子はズームと画
像安定化システムを備えたカメラからなり、光学素子はディスプレイスクリーンに対して
平行な第１の偏光子と、ディスプレイスクリーンに対して４５°の角度の第２の偏光子と
、四分の一波長板とミラーを含み、光学素子はほぼミラーの焦点距離の長さを有し、カメ
ラ素子は第１のスライド式筐体を介して光学素子に接続され、カメラ素子は第２のスライ
ド式筐体を介してマウントに接続され、パワースイッチと倍率制御子はマウントのいずれ
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かの側に固定されている機器。
【００６７】
　態様２．態様１による視覚補助機器であって、第１の偏光子または第２の偏光子のうち
いずれかが偏光ビームスプリッタである機器。
【００６８】
　態様３．態様１または２による視覚補助機器であって、さらに、有線または無線手法に
よって少なくとも１つのコマンドを出力または受信可能な別のコントローラを備えた視覚
補助機器。
【００６９】
　態様４．態様１乃至３いずれかによる視覚補助機器であって、第１のスライド式筐体は
８ｍｍまで調節され得る視覚補助機器。
【００７０】
　態様５．態様１乃至４いずれかによる視覚補助機器であって、第２のスライド式筐体は
１０ｍｍまで調節され得る視覚補助機器。
【００７１】
　態様６．態様３による視覚補助機器であって、コマンドを使用してカラースキーム、輝
度およびコントラストを制御する視覚補助機器。
【００７２】
　態様７．態様１乃至６いずれかによる視覚補助機器であって、パワースイッチは近接セ
ンサによって制御され得る視覚補助機器。
【００７３】
　態様８．態様７による視覚補助機器であって、近接センサが赤外センサである視覚補助
機器。
【００７４】
　態様９．態様１乃至８いずれかによる視覚補助機器であって、倍率制御子およびカメラ
は２～２０倍拡大可能である視覚補助機器。
【００７５】
　態様１０．加齢黄斑変性の患者の視覚を改善する方法であって、患者の眼の正面に態様
１の機器を設置することを含み、患者の正面のシーンがカメラによってキャプチャされ、
安定化されて次にスクリーン上に表示され、スクリーンからの光は、第１の直線偏光子、
第２の直線偏光子および四分の一波長板を逐次通過して円偏光を形成し、円偏光はミラー
で反射して四分の一波長板を再通過して第２の偏光子で反射して患者の眼に入って網膜の
部分にバーチャル画像を形成し、また、シーンおよび網膜上の投影位置、画像の拡大度お
よびサイズは、適正なサイズの鮮明なバーチャル画像が網膜の機能している部分に形成さ
れるまで人または実施プログラムによって調節される方法。
【００７６】
　態様１１．加齢黄斑変性の患者の視覚を、浮動性めまいを全く生じさせずに、または浮
動性めまいを最小限だけ伴って改善するための視覚補助機器であって、カメラ素子と、デ
ィスプレイスクリーンと、光学素子と、パワースイッチと、マウントと倍率制御子を備え
、カメラ素子はズームと画像安定化システムを備えたカメラからなり、光学素子はディス
プレイスクリーンに対して４５°傾いた１つのみの偏光子と、四分の一波長板とミラーを
含み、光学素子はほぼミラーの焦点距離の長さを有し、カメラ素子は第１のスライド式筐
体を介して光学素子に接続され、カメラ素子は第２のスライド式筐体を介してマウントに
接続され、パワースイッチと倍率制御子はマウントのいずれかの側に固定されている機器
。
【００７７】
　態様１２．態様１１による視覚補助機器であって、偏光子が偏光ビームスプリッタであ
る機器。
【００７８】
　態様１３．態様１１または１２による視覚補助機器であって、さらに、有線または無線



(14) JP 6989611 B2 2022.1.5

10

20

30

40

50

手法によって少なくとも１つのコマンドを出力または受信可能な別のコントローラを備え
た視覚補助機器。
【００７９】
　態様１４．態様１１乃至１３いずれかによる視覚補助機器であって、第１のスライド式
筐体は８ｍｍまで調節され得る視覚補助機器。
【００８０】
　態様１５．態様１１乃至１４いずれかによる視覚補助機器であって、第２のスライド式
筐体は１０ｍｍまで調節され得る視覚補助機器。
【００８１】
　態様１６．態様１３による視覚補助機器であって、コマンドを使用してカラースキーム
、輝度およびコントラストを制御する視覚補助機器。
【００８２】
　態様１７．態様１１乃至１６いずれかによる視覚補助機器であって、パワースイッチは
近接センサによって制御され得る視覚補助機器。
【００８３】
　態様１８．態様１７による視覚補助機器であって、近接センサが赤外センサである視覚
補助機器。
【００８４】
　態様１９．態様１１乃至１８いずれかによる視覚補助機器であって、倍率制御子は２～
２０倍拡大可能である視覚補助機器。
【００８５】
　態様２０．加齢黄斑変性の患者の視覚を改善する方法であって、必要としている患者の
眼の正面に態様１１の機器を設置することを含み、患者の正面のシーンがカメラによって
キャプチャされ、安定化されて次にスクリーン上に表示され、スクリーンからの光は、直
線偏光子および四分の一波長板を逐次通過して円偏光を形成し、円偏光はミラーで反射し
て四分の一波長板を再通過し偏光子で反射して患者の眼に入って網膜の部分にバーチャル
画像を形成し、また、シーンおよび網膜上の投影位置、画像の拡大度およびサイズは、適
正なサイズの鮮明なバーチャル画像が網膜の機能している部分に形成されるまで人または
実施プログラムによって調節される方法。
【００８６】
　態様２１．人の視覚を補助するためのウェアラブル機器であって、ディスプレイ機器と
、ディスプレイ機器に平行な第１の偏光子と、四分の一波長板とミラーを含むディスプレ
イシステムを備え、ディスプレイ機器、第１の偏光子、四分の一波長板およびミラーは、
ディスプレイ機器がディスプレイシステムの第１の端部に配置され、ミラーがディスプレ
イシステムの第２の反対側端部に配置されるように、連続して配置され、ディスプレイシ
ステムはミラーの焦点距離に対応する長さを有し、さらに、カメラと画像安定化システム
を含むカメラシステムを備え、カメラは、約６０倍、または約６０倍までのズームを提供
するように構成されたズーム倍率を含み、さらにマウントを備え、ディスプレイシステム
とカメラシステムはマウントに固定され、ディスプレイシステムとカメラシステムはマウ
ントの周りで相対的に可動であり、マウントはフレームに固定されている、ウェアラブル
機器。
【００８７】
　態様２２．態様２１によるウェアラブル機器であって、ウェアラブル機器が人の頭に装
着可能なヘッドウェアラブル機器であるウェアラブル機器。
【００８８】
　態様２３．態様２２によるウェアラブル機器であって、フレームがハットである、ウェ
アラブル機器。
【００８９】
　態様２４．態様２２によるウェアラブル機器であって、フレームが眼鏡タイプのフレー
ムである、ウェアラブル機器。
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【００９０】
　態様２５．態様２１乃至２４いずれかによるウェアラブル機器であって、ディスプレイ
システムがさらに第２の偏光子を備え、第２の偏光子が第１の偏光子と四分の一波長板と
の間に配置され、第２の偏光子がディスプレイ機器に対して４５°の角度または約４５°
の角度で傾いているウェアラブル機器。
【００９１】
　態様２６．態様２５によるウェアラブル機器であって、第１の偏光子と第２の偏光子の
うち一方が偏光ビームスプリッタである機器。
【００９２】
　態様２７．態様２１乃至２６いずれかによるウェアラブル機器であって、ディスプレイ
機器がディスプレイスクリーンであるウェアラブル機器。
【００９３】
　態様２８．態様２１乃至２７いずれかによるウェアラブル機器であって、ディスプレイ
システムが透明であるウェアラブル機器。
【００９４】
　態様２９．態様２１乃至２８いずれかによるウェアラブル機器であって、倍率制御子と
パワースイッチを有するコントローラをさらに備えたウェアラブル機器。
【００９５】
　態様３０．態様２９によるウェアラブル機器であって、パワースイッチが物理的スイッ
チと近接センサのうち１つであり、近接センサが赤外センサであるウェアラブル機器。
【００９６】
　態様３１．態様２１乃至３０いずれかによるウェアラブル機器であって、ディスプレイ
システムとカメラシステムはｘ方向とｙ方向に調節可能であるウェアラブル機器。
【００９７】
　態様３２．態様３１によるウェアラブル機器であって、ｘ方向は８ｍｍまたは約８ｍｍ
まで調節可能であり、ｙ方向は１０ｍｍまたは約１０ｍｍまで調節可能であるウェアラブ
ル機器。
【００９８】
　態様３３．人の視覚を補助するヘッドウェアラブル機器であって、ディスプレイ機器、
ディスプレイ機器に対して平行な第１の偏光子、ディスプレイ機器に対して４５°の角度
で配置された第２の偏光子、四分の一波長板およびミラーを含むディスプレイシステムを
備え、ディスプレイ機器、第１の偏光子、第２の偏光子、四分の一波長板およびミラーは
、ディスプレイ機器がディスプレイシステムの第１の端部に配置され、ミラーがディスプ
レイシステムの第２の反対側端部に配置されるように、連続して配置され、ディスプレイ
システムはミラーの焦点距離に対応する長さを有し、さらに、カメラと画像安定化システ
ムを含むカメラシステムを備え、カメラは、約６０倍、または約６０倍までのズームを提
供するように構成されたズーム倍率を含み、さらに、マウントを備え、ディスプレイシス
テムとカメラシステムはマウントに固定され、ディスプレイシステムとカメラシステムは
マウントの周りで相対的に可動であり、さらに、フレームを備え、マウントはフレームに
固定されている、ヘッドウェアラブル機器。
【００９９】
　態様３４．態様３３によるヘッドウェアラブル機器であって、フレームがハットである
ヘッドウェアラブル機器
【０１００】
　態様３５．態様３３または３４いずれかによるヘッドウェアラブル機器であって、フレ
ームは眼鏡タイプのフレームであるヘッドウェアラブル機器。
【０１０１】
　態様３６．態様３３乃至３５いずれかによるヘッドウェアラブル機器であって、第１の
偏光子と第２の偏光子のうち一方が偏光ビームスプリッタである機器。
【０１０２】



(16) JP 6989611 B2 2022.1.5

10

20

30

40

50

　態様３７．態様３３乃至３６いずれかによるヘッドウェアラブル機器であって、ディス
プレイ機器はディスプレイスクリーンであり、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプ
レイと、シリコン上強誘電性液晶（ＦＬＣＯＳ）ディスプレイのうち１つであるヘッドウ
ェアラブル機器。
【０１０３】
　態様３８．態様３３乃至３７いずれかによるヘッドウェアラブル機器であって、ディス
プレイシステムとカメラシステムがｘ方向およびｙ方向に調節可能であるヘッドウェアラ
ブル機器。
【０１０４】
　態様３９．視覚劣化の病状を有する人の視覚を補助する方法であって、人の視野に態様
２１のウェアラブル機器を設置し、人の正面のシーンをカメラでキャプチャし、キャプチ
ャされたシーンを安定化し、安定化されたシーンをウェアラブル機器のディスプレイシス
テム上に表示することを含み、表示することは、第１の直線偏光子、第２の直線偏光子お
よび四分の一波長板を通して光を通過させて円偏光を形成し、円偏光をミラーで反射させ
、反射円偏光を四分の一波長板を通して通過させ第２の偏光子で反射させて人の眼に通過
させてそれによって網膜の部分にバーチャル画像を形成することを含む方法。
【０１０５】
　態様４０．態様３９による方法であって、シーンおよび網膜上へのバーチャル画像の投
影位置、拡大度および画像のサイズが、適正なサイズの鮮明な画像が網膜の機能している
部分に形成されるまで人または実施プログラムによって調節される方法。
【０１０６】
　本明細書で使用される用語は、特定の実施形態を説明するためのものであって、限定す
るものではない。用語「１つの（ａ、ａｎ）」および「その（ｔｈｅ）」は、明白に示唆
しない限り複数形を含む。本明細書で用いた場合の用語「備える（ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ）
」および／または「備えた（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」は、記述した特徴、整数、ステッ
プ、操作、要素および／または構成要素の存在を示すが、１つ以上の他の特徴、整数、ス
テップ、操作、要素および／または構成要素の存在または追加を除外するものではない。
【０１０７】
　以上の記述に関して、本開示の範囲から逸脱せずに、特に、採用される構造材料および
部品の形状、サイズおよび配置構成の事項に関して詳細における変更がなされてよいこと
を理解されたい。本明細書と説明された実施形態は例示的のみであって、本開示の真の範
囲と趣旨は以下の請求項によって示される。
【符号の説明】
【０１０８】
　１０　正常な視野
　１２　文字
　１４　中心領域
　１６　退行性視覚の病状を患う人の視野
　３０　網膜
　３２　機能している領域
　３４　機能不全領域
　４０　人
　４２　ウェアラブル機器
　４４　マウント
　４８　ディスプレイシステム
　４９　筐体
　５０　カメラシステム
　５２　カメラ
　５４　ディスプレイ機器
　５６　ミラー
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　５８　四分の一波長板
　６０，６２　偏光子
　６４　画像安定化システム
　１００　ウェアラブル機器

【図１Ａ】 【図１Ｂ】

【図１Ｃ】



(18) JP 6989611 B2 2022.1.5

【図２】 【図３】

【図４】 【図５】



(19) JP 6989611 B2 2022.1.5

【図６】 【図７】



(20) JP 6989611 B2 2022.1.5

フロントページの続き

(56)参考文献  米国特許出願公開第２０１５／００７０５９６（ＵＳ，Ａ１）　　
              特表２００１－５２２０６３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０６－２７６５５２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１６－１５７１３５（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０２Ｂ　　２７／０１－２７／０２


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

